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学校推薦型選抜個別学力検査 

獣医学部 

小 論 文 問 題 冊 子 

解答時間 60分 

注  意 

解答始めの指示があるまで問題冊子を開かないこと。 

(1) 解答用紙 4枚と下書き用紙４枚が同封されている。

監督者の指示があるまで，裏を向けて置いておくこと。

(2) 解答開始後ただちに，すべての解答用紙の所定欄に，受験番号を丁寧に記入す

ること。

(3) 解答は，すべて解答用紙の所定欄に記入し，裏面は使用しないこと。下書きに

は，下書き用紙を使用すること。 

(4) 解答終了後，配布された解答用紙はすべて提出すること。問題冊子と下書き用

紙は持ち帰ること。



課題１ 

下記の「動物の飼育と地域社会―自治体の条例が果たす役割を考える」に関す

る課題文について解答しなさい。 

 

近年、犬や猫などのペットの多頭飼育や飼育放棄、鳴き声・臭気などによる近

隣トラブルが社会問題となっている。大阪府や他の自治体では、動物の適正な飼

育と地域の共生を目的とした条例が定められているが、その内容や重点は地域

によって異なる。 

 

あなたは、獣医学を学ぶ立場から次の問いについて自分の考えをまとめなさ

い。ただし、800字以内とする。 

 

・動物の飼育に関する条例は、どのような目的で存在すると考えますか？ 

・飼い主、地域住民、行政、獣医師など、それぞれの立場で果たすべき役割に

ついて、あなたの考えを述べなさい。 

・あなたがもし条例を作る立場なら、どのような点を重視して制度を設計しま

すか？ 

 

  



課題２ 

下記の新聞記事を読み、問題点を整理したうえで、今後、どのような対策が必要か、

あなたの考えを述べなさい。ただし、500字以内とする。 

 

 

2011年 3月の東日本大震災では多くのペットが取り残され、野生化するケースも

あった。このため環境省は 2013年、ペットと同行避難を基本とする指針を策定。国

の「防災基本計画」には、同行避難してきた被災者を適切に受け入れるよう定めら

れた。 

 しかし、2024年の能登半島地震ではケージでの飼育が慣れていないことを理由に

ペットと避難所で過ごせず、車中泊を続けたり、飼い主とはぐれたペットが徘徊し

たりすることが課題として残った。 

環境省は、災害時のペットとの避難行動を定めた運用指針を 2025年度中に見直す

方針を固めた。新たな指針では、避難所はイヌやネコが苦手な被災者も生活するた

め、ペットと被災者の居場所を分ける「ゾーニング」の事例を盛り込む。飼い主に

はペットをケージに慣れさせるなどのしつけを行うことを求める。 

 近年、イヌの飼育頭数は 700万頭程度、ネコは 900万頭程度で推移している。環

境省は「豪雨災害も頻発化しており、飼い主から自治体まで幅広く参考にしてもら

える指針にしたい」としている。 

 

（出典元：読売新聞オンライン 一部改変） 
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